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 十津川道路滝ランプ橋は，高低差のある十津川道路と県道425号線を狭隘な空間で結ぶため，急曲線急

勾配での施工となった．同橋は平面線形の最小半径30ｍ，最大縦断勾配6.8%，最大横断勾配8％を有する

２連のプレストレストコンクリート橋である．施工箇所は１級河川芦逎瀬川を挟む急峻な山岳斜面であり，

上部工を施工するための支保工の設置も容易ではなかった．ここでは，曲線橋を施工する上で問題となっ

た点と，その対策を報告する． 
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１．はじめに 
 

 本工事は奈良県五條市と和歌山県新宮市を結ぶ一

般国道168号線の整備の一環として進められている

十津川道路と県道425号線を結ぶＰＣランプ橋の施

工を行ったものである．十津川道路と県道425号線

を狭隘な空間で結ぶため，急曲線・急勾配の複雑な

線形であった（図-1～4,写真-1参照）． 

 本橋は当初鋼桁橋で計画されていたが，現道では

陸上輸送が困難であること及び河川内に橋脚が築造

できないなどの理由により，ＰＣランプ橋が選定さ

れた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1  滝ランプ橋位置図（その１） 

 

図-2  滝ランプ橋位置図（その２） 

 
２．橋梁概要 

 

 (1)橋梁概要 

 構造形式：ＰＣ２径間連続ラーメン箱桁橋＋ 

ＰＣ３径間連続ラーメン箱桁橋 

橋  長：92.500ｍ＋164.200ｍ 

支  間：47.0ｍ＋43.5ｍ, 

43.5ｍ＋70.0ｍ＋48.7ｍ 

 有効幅員：6.5ｍ～12.3ｍ 

 架設工法：場所打ち張出し架設 

      場所打ち固定支保工架設 

 平面線形：最小半径 R=30ｍ 

 縦断勾配：最大 6.8％ 

 横断勾配：最大 8.0％ 

 固定支保工を用いるＰ１～Ｐ４間及びＰ５～Ａ２
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間は，ダウンザホールハンマー工法にて鋼管杭（φ

600）を施工し，その上に梁式支保工でステージを

組み立てた．複雑な線形に対応するためにステージ

上にくさび式支保工を設置した． 

 Ｐ４～Ｐ５間は移動作業車を用いた張出し架設工

法で施工を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3  平面図と平面線形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4  側面図と縦断勾配 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1  張出し架設状況 

 

３．施工上の課題 

 

 本橋の施工に先立ち，複雑な線形を有する橋梁の

施工を行う上での問題点を抽出し，対策を検討した．

ここでは張出し架設工法で施工を行った区間につい

ての対策を中心に報告する． 

 

(1)施工方法における問題点 

a)作業移動車の設置・移動方法 

 本橋は，縦・横断線形の勾配が急であり平面線形

の曲線半径が小さいため，作業移動車の設置および

移動が通常の方法では不可能であった． 

また張出施工が進むにつれて幅員が減少し，近接

するのり面に橋梁本体は支障しないが，移動作業車

の部材が当たる箇所があった． 

b)曲線橋における型枠の設置方法 

 曲げ半径の大きい曲線橋では，ブロック毎の桁の

製作は直線で行い，疑似曲線として施工する場合が

多いが，本橋は曲線半径が小さいため型枠も曲線な

りに組み立てる必要があった． 

 

(2)品質・出来形管理上の問題点 

a)PC鋼材緊張管理 

 主方向の縦締めケーブルの緊張に当り，曲線半径

が小さいため，左右のケーブルでケーブル長が10％

程度異なること及び曲線半径が異なることによる摩

擦の違いを考慮する必要があった．そのため曲線の

影響を考慮した緊張計算を行い，計算通りの緊張力

が導入できるよう緊張管理を行う必要があった． 

b)仮支柱の反力管理 

 本橋は桁高が低い（H=3.5mで一定）ため，張出し

施工途中で仮支柱を設置する必要があった．曲線橋

の影響で仮支柱の左右のジャッキ反力は大きく異な

り，負反力の発生する施工ステップもあり，適切な

反力管理が必要であった． 

c)上越し管理 

 曲線橋のため，鉛直方向の変形の他に主桁のねじ

れや橋脚の倒れにより３次元的に変形が発生するた

め，その変形量を上越し管理に反映させる必要があ

った． 

 

４．曲線橋の張出し施工 

 

(1)作業移動車の設置・移動方法 

 移動作業車を平面線形の曲線に合わせ施工ブロッ

クに順次設置・移動させるために，図-5 のように

移動作業車をレールごと橋面上で回転させることと
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した．曲線中心側のメインジャッキを回転軸とし，

レールに回転装置付レールアンカー(写真-2)，反対

側のメインジャッキに回転装置(写真-3)を設置する

ことで移動作業車とレールを同時に回転できる構造

とした． 

 簡易な回転構造とすることで，安全性及び作業性

にも優れ, サイクルタイムも通常の作業移動車を使

用した場合とほぼ同程度であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5  回転装置概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2  回転装置付レールアンカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3  メインジャッキ回転装置 

  

移動作業車がのり面に接触する箇所については，

接触する部材を簡単に切離しできる構造とした

（図-6,写真-4）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6  作業移動車と切離し部材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4  作業移動車と切離し部材 

 

b)曲線橋における型枠の設置方法 

 張り出し施工区間の型枠を曲線状に組み立てる為

に，型枠の横端太材として曲線加工した鉄筋を使用

することで，曲線状の型枠を設置した． 

 

(2)曲線橋における緊張管理 

a)曲線橋の緊張計算 

 曲線橋に配置されている主ケーブルの緊張計算を
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実施するに当り，ケーブル形状の鉛直方向の変化お

よび平面線形に沿った曲線変化も考慮して緊張計算

を行った． 

b)緊張管理 

 緊張管理の手法としては摩擦管理法を用いたが，

本橋のケーブルは平面線形の曲線半径が小さく，そ

の影響で摩擦による緊張力の減少量が大きい。その

ため確実に緊張力が導入されているかを確認する目

的で，基準断面（設計上，応力の厳しい断面）に張

力測定装置を設置し，緊張時の導入力を確認した． 

 その結果，基準断面には設計で想定した緊張力が

精度よく導入されていることが確認できた． 

 

(3) 仮支柱の反力管理 

 本橋は桁高さが低い（H=3.5ｍで一定）ため，張

出し施工途中で仮支柱を設置してから張出し施工を

継続する必要があった（図-7）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7  仮支柱設置図 

 

 仮支柱の反力管理を行う上で，左右の桁の反力を

算出した結果が表-1 である． 

 

表-1  仮支柱反力（P4側） 

施工ｽﾃｯﾌﾟ 左 右 合計 

7BL コンクリート 289 673 962

7BL 緊張 -105 811 706

8BL コンクリート 60 1950 2010

8BL 緊張 -498 2148 1650

作業移動車撤去 -835 1078 248

中央径間ｺﾝｸﾘｰﾄ -736 1544 808

中央径間緊張 198 -1630 -1432

 

 

 

 

 

 

 実際の施工では，仮支柱天端にジャッキを設置し

主桁を支える構造としたため，負反力は発生しない.

左右のジャッキ反力の合計値を設計値と比較するこ

とで管理した．またジャッキ圧力を常時管理するこ

とで，仮支柱上のジャッキと桁の間に隙間ができな

いよう調整を行った． 

 

(4)曲線橋の上越し管理 

 本橋は曲線半径の小さい橋梁であるため，施工に

伴い鉛直方向の変位の他にも主桁のねじれや橋脚の

倒れによる変形も発生する． 

 そのため，上越し計算では平面線形も考慮した３

次元立体骨組モデル（図-8）を用いて変形量を算出

し，上越し管理に反映した． 

 

 

 

 

 

 

 

図-8  ３次元立体骨組み解析モデル図 

 

 実際の管理ではトータルステーションを用いて３

次元的に座標を管理することで，複雑な線形および

挙動であるにもかかわらず，出来形管理の規格値以

内で施工を完了することができた（写真-5）． 

 

５．最後に  

 

 本橋のように平面線形の曲線半径が小さい橋梁で

は，施工上の問題から張出し架設工法が選定される

ことは稀である．しかし今回のように施工上の課題

に対し適切な対策を行えば適用の範囲も広がってく

るものと考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-5  完成写真
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